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珪鼠 霞の海女漁遇 業の現状と諸課題』
正（横山ビジターセンター長）

－

賢島大学ではここ数年海女に関する講義がされています｡2011年は現職の海女､山下真千代

さん｡2010年は前･水産高校長の松林清さんや川口雄二さんの自然環境のお話の中で､韓国

の海女さんの話もでました｡2009年はイケメン海士の登場もありました。

昔に比べて､海女の数は減ったとはいいます｡今回は海女の研究をしている伊藤さんに､現状

と課題について語っていただきます。

場所：代々木高校ホール

会費:500円（年半期会費なら1500円､お得です｡）

問い合わせ:伊勢志摩元気プロジェクト賢島大学0599-43-6177申し込み:不要

廊蒸霜頚三顧砺而肩eâ vK̂ Ŝ
大飯万'ら卒0余名侭どのキb1霧ンパー弓刀鵬へ
23日（木）大阪にある児童養護施設の中・高校生19名とスタッフ(大学生、院生）及

びアサヒキヤンプOB会メンバー27名が間崎島へキャンプ・インしました。

ハプニングはあったものの、無事に大盛況のうちに終了しました。

初日は4時からのプログラムで夕食のカレーの夕飯作り、夜はゲームやチームでの島内

夜行散歩を実施。

翌日の朝のプログラムは志摩の郷土料理｢てこね寿司教室｣(指導は間崎婦人会長の山本さ

ん）と｢つる工房｣の谷さんとチーム｢笑ビス｣の辻村さんの指導で､竹細工､と貝細工に挑戦

した。午後はシ間崎ビーチで海水浴を楽しんだ。

夜のプログラムは､間崎の人々も一緒に参加｡また､スイカの差し入れもあった｡大阪の中

高校生たちは､大阪の名物で本場の味で｢たこ焼き」で応じた。これが大好評だった｡夜はキ

ヤンプファイヤー。ゲームやコーラス、スタンツを興じた、

この「みらくるみんきやんぷ」は児童擁護施設の中高校生は昨年も来ていて、半数は2回

目だったが、みんなに気にいってもらった。

リーダーの大学生と中高校生のプログラムをこなしていくのだが、互いの人格のふれあ

いがねらいでもあり、また離島での高齢者との交流もねら･交流のねらいは達しされたよう

に思う。それは、お別れの折の様子からうかがえた。

次回は志摩からの中高校生の参加も継ぐには考えたい1
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